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●6 月 19 日、サーツの米田先生が代表幹事を務めておられる＜建設トップランナー倶楽部＞が 20 年間 

毎年開催されている「トップランナーフォーラム」の最終回が開催されました。地域建設業の経営者が集

まり、建設業としての強化に留まらず農林業との連携・介護・リサイクル等、新しいビジネスに挑戦し 

人材の育成を含め地域の活性化に挑戦し数々の実績を上げられこと等、創立以来の纏めが報告されました。

20 年の節目を迎え、今後は違う形で活動されるということで Farewell Party が開催され参加させて頂き

ましたが、何人かの会員の方々と話して＜お別れ＞ではなく＜形を変えた再出発＞と感じました。 

今後、更に新しい課題に休まず挑戦され成果を上げられると確信しました。 

□ 建築部会：（谷垣正治  河野豊弘 記） 

●6月 15 日第 308 回建築部会が開催されました。主な議事は以下のとおりです。 

１．長寿命･省エネ勉強会の報告 

5 月 27 日および 6月 23 日に長寿命・省エネ勉強会をサーツ事務所において開催しました。我々の

ＷＧでは、既存木造住宅の長寿命化と省エネルギー化を推進し、安全で健康的な住環境の実現を目

指して提案活動を行っています。住宅は単に雨風を防ぐだけではなく、そこに暮らす人々の命と健

康、そして生活の質を支える重要な社会資本です。以前オランダ・アムステルダムを訪れた際、築

100 年以上の建物が今なお現役で使われ、美しい街並みを形成していることに深い感銘を受けました。

建物は多少傾いていても、適切な維持管理によって価値を保ち続けていました。これからの日本に

おいても既存住宅の耐震性能・断熱性能を向上させ、安全で健康的な住空間へと再生していく事が

重要と考えます。 

WG の進捗状況としては、部分断熱化を提案する手順をまとめました。提案する断熱性能水準は基

本的に 2 水準（断熱等級 4・5）、「生活ゾーン」の徹底的な絞り込みで断熱化範囲を確定させる。断

熱仕様は「仕様規定」を採用する事で設計を簡単に行う事を可能としています。「カーボンニュート

ラル」の観点からも、既存住宅の価値向上と持続可能な住環境づくりの重要性が広く認知されるこ

とを願っています。 

2．サーツ出版物「あながが知りたいマンションの耐震安全性」発行その後 

会員の皆さんのご協力を得て、各方面に改定版冊子発行のお知らせをしていただき、内容への共

感およびお礼の言葉など反応をいただきました。無料とするのはもったいないというようなお褒めの

言葉もいただいています。ただ、冊子のホームページからのダウロード先やダウンロード数を把握で

きないことが課題として挙げられました。 

改定版発行を機にこの内容に関連したテーマで寺子屋を開催すべく企画を練っているところです。

タイトルは（仮題）「大地震後も住み続けられるマンションとは ―進んだ耐震技術をあなたのため

に―」と題し、イントロでは「住み続けられるための条件」、第 1 章「過去の地震被害の教訓に学ぶ」、

第 2 章「進んだ耐震技術」、第 3 章「住み続けられるための備え」とし、第 4 章「まとめ」ではサー

ツからの提言・提案のようなものを発信できないかと考えています。 

3. 来年度以降の建築部会の進め方 

今後の環境変化に対応して、来年度以降の建築部会をどのように進めるかについて意見交換が行

われました。勉強会・見学会・講習会・ホームページの活用など具体策も挙げられましたが、サー

ツとしてのコミュニティーの継続の重要性に関する意見が多かったように思われます。次回の建築

部会は対面で行い、この議論をさらに深めることとし、建築部会の今後の進め方について取りまと

めたいと思います。 

〇次回建築部会は、2026 年 7月 20 日（月）16：00 よりサーツ事務所で対面開催 
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□ 戸建住宅部会：（小須田廣利  加納 英範 記） 

●＜ショートスピーチ＞： 「リノベーションミュージアム 冷泉壮」 

 日本における空き家の数はついに 1000 万戸を超えると予測される、そのうち住居や使用目的の

ない「放置空き家」は、400 万戸にも達している。国や自治体では、様々な対策を出しているが

「空き家爆発」とも呼ばれる事態が現実のものとなっている。私は、福岡での仕事の合間、博多の

旧市街地である川端商店街界隈を散策した際、フル活用され、町のシンボルともなっている「リノ

ベーションミュージアム・冷泉荘」に出合った。建物は、築 68 年にもなる集合住宅をリノベした

もので、築 7 年後に取得した不動産屋が、後にスラム化しブラックボックスとなっていた建物を起

死回生策として、1 棟丸ごとオフィスビルコンベーションし、今では人々が集まり、再び賑やかな

ビルとなった建物です。68 年前の建物は、階高は 2.6ｍ程、このため階段は昔の木造住宅と同じく

鉄砲階段で 13 段しかない。天井と床は直に RC 床 1 枚。外装工事も、簡易補修の跡などそのままク

リア塗装でコーティング（陸の軍艦島）。住宅としては、設備も古く難点は多々ありますが、リノ

ベの際の募集要件を「低家賃・敷金なし・内装も入居者のセルフリノベーション・現状回復義務な

し等」で、予想を超える募集数になったとのこと。耐震補強された冷泉荘は、入居の順番待状態。

オーナーである吉原住宅は、この他にも団地やオフィースのリノベを行い、業界の手本となっているよ

うです。 （加納 英範） 

●戸建住宅部会では、首都圏の 4 団地の技術支援事業を、10 年～15 年程度の長い付き合いが有り、構

造的な大規模改修も既に完了しています。今後は高齢化や空家対策、そして団地の活性化策など、ソフ

トな提案が求められています。  （小須田廣利） 

〇次回の部会は 7月 12日（金）16時開催予定 

 

□ 集合住宅部会：（秋山哲一 記） 

●6 月 2 日（火）にマンション管理組合支援事業部会との合同部会を開催し、久しぶりに WEB 参加を含

めて 10 名の参加となり盛会であった。ただし、前半のマンション管理組合支援事業部会の議論に多く

の時間を割いたため、準備していた情報提供：「UR 賃貸住宅における長寿命化計画報告書」についての

議論は、さわり程度の紹介となった。UR 賃貸住宅では、18 年サイクルで大規模修繕を実施する予定に

なっている。12 年目に計画点検という形で劣化診断、部分補修を実施していると資料から読み取れる。

運営実態等の意見交換を継続したいと思っている。 

マンション管理センターで、（以前、このレポートで紹介したことのある）建築センターで実施して

いる「RC 造建物の残存耐用年数評価」の利用実態と分譲マンションによる実施効果についての話題提供

を受けた。まだ、分譲マンションでの取り組み事例は少ないが、ある事例では、「残存耐用年数が 100

年以上」という結果が出て、その結果を受けて適切な改修工事の実施についての合意形成が進んだとの

こと。残存耐用年数評価に基づいてマンションの長寿命化計画が進むことが実感できる話であった。た

だ、耐用年数評価の基礎資料となるコア抜きの試料については、耐震改修で実施する場合のコア抜き資

料とは仕様が異なるため、結果の共用は現時点では難しいとの感想をもった。 

〇次回の合同部会は、8月 4日（火）17:00～開催予定 
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□ マンション管理組合支援事業部：（丸山和郎 記） 

●６月初め品川区南大井の某マンション管

理組合の修繕委員長だった S 氏から大井競

馬場近くの「しながわ花街道」庭園のユリ

の花の写真が届いた。安曇野市にも国営ア

ルプス公園があり、広大な敷地一面に季節

の草花が北アルプスの常念岳を背景に咲き

そろい、老若男女の来場者を楽しませてい

るが、大井競馬場と共にこのような美しい

庭園があることが広く知られることを望

む。それと同時に我々が管理組合に寄り添

って良好な人間関係を築いてきた賜物でも

あり、今後も支援業務を通じ、このような

友人関係とも言えるような管理組合支援を

継続していきたいものである。  

●令和８年６月度委託物件の経過状況 

①パークコート本郷真砂：６月 21 日定期総会で理事会役員の交代が承認され、新役員への引継ぎが 7

月 19 日の定例３者（組合理事、サーツ、施工者）打ち合わせの場で行われることとなった。同日、南

側バルコニー面の足場解体前の中間施主検査の予定である。 

② ６月度引き合い物件への対応状況 

a) WPC 造中層マンション：先月のレポート内容のまま(WPC 造マンションの構造特性を活かした大規模

修繕工事の進め方を主眼に置いたプレゼン資料の説明と、調査診断、実施設計、業者選定補助、工事監

理の各段階ごとのコンサル費用の概算見積提示)で動きなし。 

b) RC 造中層マンション：6 月 24 日現在、ヒアリング要請がなく、管理会社 D 社を介して進める意向

が当初から窺え、セカンドオピニオンとしての案件は不調と思われる。 

●事業部内の営業ツールレジメ見直しについて 

①「壁式 PC 造マンションの改修工事に向けてのポイント～事前の建物診断調査が重要～」作成。 

第 1 章は PC 造の特徴を解説しながら建物調査、診断に際しての留意点等のほか、6 月 2 日の合同部会

で PC 板の納まりについて質問のあった部分への加筆や鮮明さに欠けるディテール画像の修正など、完

成度を高めている。また「大規模修繕工事への進め方、管理組合理事会と管理会社向けナビゲーショ

ン」も、管理組合理事会向けに特化したものに改編中で、来期までに完了させるこれらの編集作業のス

ケジュール案について意見交換を 8月の合同部会で図ることとしている。 

なお、上記②a)の新規引合い案件が築 49 年の WPC 造であるので、第 1 段階の建物調査診断業務契約が

成立すれば、試験的に運用を図る予定である。 

 

 

□ 余滴：  冷奴今日一日をゆるく締め   捷三郎

 


